
 令和８年度 学力向上を図るための全体計画           中１１ 練馬東中学校                      

   〈東京都教育目標〉  
 子供たちが、知性、感性、道徳心や体

力をはぐくみ、人間性豊かに成長する

ことを願う。 

〈練馬区教育目標〉 
学校教育と社会教育との緊密な連携の

もとに、人間尊重の精神を尊び、心身とも

に健康・安全で知性と感性に富み、広く国

際社会において信頼と尊敬が得られる人

間性豊かな子供の育成を図る。 

〈学校教育目標〉  
 人間尊重の精神を踏まえ、世界の平和と人類の

幸福を考え、行動することのできる人間の育成

を目指し、次のような資質・能力を育てる。 

  １ 心豊かな人  

  ２ 健康な人  

  ３ 考える人  

  ４ 共に生きる人  

〈学校・地域の実態〉  
生徒は明るく素直であり、元気な挨拶が

でき、特別活動や体験学習に積極的に取り

組む。家庭や地域は学校に協力的である。 

〈目指す学校像〉 
・保護者にとって、安心して子供を登校させるこ

とができて、地域とともに歩み、協力を得られ

る学校  

・笑顔があふれ、明日も登校したくなる学校  

・夢や希望を育み、自己実現を支え、「チーム」

として、迅速に課題を解決する学校  

〈学力向上の目標と方策〉 

育成すべき資質・能力を明確にし、生徒にとっ

て楽しくわかりやすい授業づくりに向け、以下に

示す方策を重点的に進める。 

１．知識および技能の習得 

→個別学習や習熟度に応じた指導の充実。 

   

２．思考力・判断力・表現力等の育成 

→タブレットの活用や問題解決的な学習の充実。 

 

３．家庭学習の定着および主体的な学習態度の育成 

→めあての設定とまとめを正対させる授業づくり。 

 

４．３観点に基づいた適正な学習評価の実施 

→指導と評価の一体化のため評価の精度を高める。 

                  

５．読書活動や学校図書館活用の推進 

→学校図書館を活用した教育活動を一層進める。 

               

 ガイダンスを重視し、啓発的な体験学習

を通して社会と関わり、知識や技能と生活

を結び付け、課題解決能力を育成する。  

〈各教科の指導の重点〉 
各学力調査の結果を分析し、生徒の学び残しや

つまずきの原因を追究するとともに主体的・対話

的で深い学びの視点から授業改善を進める。 

言語活動の充実を図るために、自分の考えを

もち、他者と伝え合い、再び自分の考えを深め

るという自分の言葉で表現できる生徒の育成を

目指す。そのために、基礎的・基本的な知識・

技能をより確実に習得させることに努める。 

〈キャリア教育の指導の重点〉  

社会人として自立していくために、学ぶこ

とと自己の将来とのつながり等を意識させた

キャリア形成を図る。3年間を見通した体験学

習等を取り入れる。 

〈特別活動の指導の重点〉  

 学級活動、学校行事、生徒会活動、部活動

を通して、社会性や協調性を育て、健全育成

を図る。 

〈生活指導の重点〉 
いじめや不登校等の未然防止に向け、

指導体制や見守り体制を確立する。 

いじめの早期発見・解決に向け、生活

アンケートを実施し、組織的な指導や支

援を行う。 

挨拶の励行、聞く態度、話す態度、時

間を守る等の指導を全教職員が率先垂

範で示し指導にあたる。 

 

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

 

〈道徳教育の指導の重点〉  
「考え、議論する道徳」への授業改善を図るために、

道徳教育推進教師が中心となり、評価計画を充実さ

せ、「人間としての生き方についての考えを深める」

の視点を重視した授業を展開する。 

道徳授業地区公開講座では、テーマに沿った授業を

行い、保護者・地域の方と意見交換を行う。 

 

授 業 改 善 策 の 検 証 方 法 

 管理職による授業観察や、研修担当による校内研究授業を行い、授業改善策の成果を各教員にフィードバックする。  

 学期ごとに教科部会を実施し、内容別・観点別の分析を行い、授業改善策の成果と課題を検証し、次年度の計画に取り入れる。  

 

〈学校経営方針〉  

① 各教科において育成するべき資質・能力の内容を明確化する。  

②  基礎・基本の定着を図るとともに、学習指導要領の趣旨およびいじめの未然防止など人権教育の趣旨の実現に向けた授業を展開す

る。 

③ 家庭学習の定着と主体的な学習態度を育成するための取組を強化する。  


